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はじめに
尾瀬を白鴎女子短期大学でのゼミナールのテーマとして活動を始めたの
は、尾瀬が学術学的に見て貴重な地域であること、その景観は他に類を見
ない素晴らしいものであることなどからである。さらに、その成り立ちや
自然保護の歴史を学ぶことは大いに意義があると考えたからである。もう
一つは、植物生態学をもとに教養の生物学と保育内容“環境”を担当し、
学生と一緒に自然のこと、環境のこと、また、生態系のことを考えて行き
たいと望む者として、フィールドとしての尾瀬は最高のものであると判断
したからである。自然の素晴らしさや自然の大切さの体験を通して学び理
解する機会となったと思っている。
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ゼミナールは、最初自由選択であったが、選択者は多い年は50名を超え
ることもあった。必修となってからも、平均して20～25名はいた。
主な活動は、夏休み中の7月下旬から8月中旬にかけて2泊3日の行程
であった。毎年のように、宿泊の山小屋を変えたが、コースは主に、鳩待
峠…山の鼻…山の鼻ビジターセンター…尾瀬研究見本園…上田代…中田代
三叉路…ヨッピ橋…東電小屋…赤田代…温泉小屋（泊）…下田代十字路…
沼尻休憩所…南回り尾瀬沼山荘（泊）…大江湿原分岐…大江湿原…沼山峠
であった。宿泊は、至仏山荘・東電小屋・温泉小屋・弥四郎小屋・長蔵小
屋等々様々な所でお世話になった。
また、5月の最終の土・日か6月最初の土・日に1泊2日で、ミズバショ
ウを中心に春の尾瀬湿原を訪れた。鳩待峠…尾瀬研究見本園…至仏山荘
（泊）…上田代…中田代…竜宮十字路（往復）のコースであった。さらに、
9月の中旬から下旬にかけての土・日にクサモミジを見に大江湿原に行っ
た。沼山峠バス停…沼山峠…大江湿原…尾瀬沼山荘（泊）…北岸往復…大
江湿原…沼山峠というコースであった。
仲問との山歩き、夏の暑さと渇きに耐えること、3日間とも雨に降りこ
められたこともあった、山小屋での楽しい一夕、狭い山小屋の部屋での一
夜、3日間の行程を終えて握手を交わしたことなど思い出は多い。その中
でそれぞれの学生がそれぞれの思いを持ち学生時代の一ページを飾ったこ
とだろう。苦しかったこと、辛かったこともあったであろう。幸いにも、
この間大きな病気や怪我が無かったのは、幸運であったと思っている。
25年問にわたる白鴎女子短期大学および白鴎大学での教員生活が終わろ
うとしているとき、年中行事であった尾瀬行きと学生達との交流はなにも
のにも代え難い楽しいものであった。参加し活動をともにした学生たちに
心より感謝したい。
また、尾瀬行きにお付き合いいただいた何人もの先生にお礼を申し上げ
ます。冨田先生・川瀬先生・神戸先生・三宅先生・向井先生・深見先生・
飯田先生・岩瀬先生・小久保先生・伊崎先生・平田先生ありがとうござい
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ました。それから、ご一緒していただき、反省会の会場としてお世話になっ
た諏訪さんに感謝いたしております。改めて一期一会を思う。
書き足りないことも多く、ぬけ落ちたことも多いことでしょう。そして、
何分の拙文にて読み難いこと、なにとぞ、ご容赦いただきたい。
尾瀬のあゆみ
平野長蔵が1909年（明治42年）現在地に長蔵小屋を建てた。しかし、尾
瀬の最初の山小屋は1900年（明治33年）行者小屋（堂小屋）で、沼尻川を
渡った小沼付近に建てられたと伝えられている。信仰のため燧ケ岳に登拝
したことに始まる。
1894年（明治27年）、利根川の水源を極めんとして群馬県が組織した群
馬県利根水源探検隊は、尾瀬を広く世間に紹介することとなった。水源地
近くの多くの難所を踏破するこの紀行文は、渡辺千吉郎によって雑誌r太
陽」の創刊号に掲載された。
1898年（明治31年）早田文蔵が採集したナガバノモウセンゴケの発見は
画期的なものであり、これによって尾瀬は植物学会をはじめ、植物学者の
注目を集めることとなったと伝えられている。
武田久吉（当時東大教授）が植物採集行として、初めて尾瀬を訪れたの
は1905年（明治38年）で、このときの紀行文は日本山岳会「山岳」に掲載
された。その後、しばしば尾瀬を訪れ、人々とも親交を深め、後年、尾瀬
の保護に尽力した。館脇操（植物学者）もきている。1908年（明治41年）
には、大下藤次郎、赤城泰斜などの画家が訪れた。その作品が多数、水彩
画誌「みづえ」に発表され、尾瀬の美しさや神秘的な景観が紹介された。
こうして、明治期から大正期にかけて尾瀬はようやく知られるようになり、
学生などの登山者が増えてきたが、数千人を超えることはなかったと思わ
れる。
1934年（昭和9年）尾瀬は、日光国立公園に、さらに1953年（昭和28年）
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特別保護区に指定され、景観の維持と保護の強化が計られた。
しかし、時代は富国強兵の名の元に近代化へと進み、尾瀬ケ原を、温泉
小屋付近でせき止めれば、巨大な湖と化すことから水力発電所の建設が考
えられたのである。明治30年代当時にさかのぼるこの計画は、後に縮小さ
れ、実現とは成らなかった。「ミズゴケか電力か」「トンボか電力か」など
が新聞の見出しに踊った。この運動は、やがて日本自然保護協会に収敏さ
れることとなる。
昭和30年代後半から始まったレジャーブームで尾瀬の利用者は大幅に増
加する。当然受け皿としての山小屋の増設や自動車道路の改良・新設が進
んだ。山小屋は17軒と倍増し、鳩待峠への道路の新設、檜枝岐村と片品村
を結ぶ道路の着工、檜枝岐から御池を経て沼山峰へ、大清水から一ノ瀬を
越えて三平峠へと延びた。これらの観光開発や山岳道路に対しては多くの
抵抗があった。なかでも道路建設中止を訴え、道路工事の進行を阻んだ行
動、そして、バスの運行は止められた。この現状を時の環境庁長官に訴え
た平野長靖の行動は特記に値する。
尾瀬へのいざない わが思い出の記
尾瀬沼から尾頼ケ原縦走の思い出ワラジばきと遊覧船
2度目の尾瀬は1961年（昭和36年）の夏、7月下旬であった。大清水で
バスを降り、一ノ瀬休息所から三平峠を経て尾瀬沼三平下に至るルートで
尾瀬沼に入った。尾瀬沼を一周し、大江湿原で遊んだ。夕方、沼岸から望
んだ尾瀬沼越しの燧ケ岳の夕日を背にしての風景は幻想的であった。この
時刻は、雲がかかることが多く、夕日を見ることはまれとされている。
次の日、長蔵小屋から遊覧船に乗り、対岸の沼尻平に渡った。当時は遊
覧船ばかりでなく二人乗りの手漕ぎボートがあった。1971年（昭和46年）
に両者とも廃止された。雲浮かぶ空、遥かなる山々、キラキラと光る水面、
歌にうたわれた「夏の思い出」の世界がそこにあった。ニッコウキスゲ、
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オゼミズギク、キンコウカ、コバギボウシなどの草花が咲いている。すべ
ての自然が生きている、その自然に“人は生かされているのだ”そんな思
いであった。山、湖、多くの植物その景観に魅せられてしまった。宿泊は
長蔵小屋であった。この小屋は大正4年創業の老舗の山小屋であり、名の
由来は創立者平野長蔵にある。小屋は、かつてのゆとりをもつ造りであり、
山小屋の一夜を堪能することができた。ただ定員制がとられる以前であっ
たので、やや窮屈な思いをしたことが思い出される。
2日目沼尻下、白砂峠を経て、段小屋坂も登り、下田代十字路に達する。
おおよそ3時間の行程である。下田代十字路で登山靴をワラジに履き替え
湿原に入ることになった。登山靴はリックにくくりつける。木道は無くハ
イカーは湿原の中に自由に入ることが出き、まるで泥田のようになってい
た。当然、植物は踏み付けられた状態であった。
下田代十字路から竜宮十字路までの下田代、竜宮十字路から中田代三叉
路までの中田代、中田代三叉路から山の鼻までを上田代と三つの田代を通
過するのだが、現在では、それぞれ30分～40分の行程である。しかし、当
時はズボンを膝上までたくし上げてのズボッズボッというような歩行であっ
たのでより困難であった。湿原には、多くの池塘と呼ばれる池が点在し、
特異な景観を見せてくれる。オゼコウホネ、ヒツジグサは、池を彩る代表
的な花である。その他ミツガシワ、ヤチヤナギ、ヒメジャナゲ、タテヤマ
リンドウ、サワギキョウ、オゼヌマタイゲキ、トキソウ、アサヒラン、ミ
ズチドリ、サワランなどが咲き誇り、まさに花々の競演をみせてくれる。
また、この池塘にはイモリの仲間であるアカハラが棲んでいて時々姿を見
せてくれる。池塘には浮島と呼ばれる独立した小さな泥炭が浮かんでいて、
風に吹かれて移動する浮島もあった。ハイカーのなかには池塘の縁から浮
島へ、浮島から浮島へと跳び移って遊ぶ者もいた。今では信じられない光
景である。
雨が多くぬれてしまうことと、泥まみれになることもあるなどから、山
小屋には乾燥室があり、風呂が用意されていた。
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尾瀬のなりたち 2億2000万年の歴史
尾瀬は日光国立公園特別保護地域として、すばらしい自然と景観を持ち、
植生的にも豊かで、貴重な植物が数多く生育している。学術的にも高い価
値を持っている。
この地域はどのようにして形成されたのか概観し、特に湿原がどのよう
にして生まれたのか考えてみる。
尾瀬は、群馬・福島・新潟の3県にまたがる湿原である。わが国最大と
いわれる高層湿原、そこに点在する池塘、流れる拠水林、それをとりまく
至仏山・燧ケ岳・景鶴山・中原山（アヤメ平）などの山々、尾瀬沼と周辺
の湿原、三条ノ滝・平滑ノ滝など、変化に富んだ地形より成り立っている。
尾瀬のなりたちの歴史を見ると、最も古い尾瀬の基盤となっている景鶴
山の地層は約2億2000万年、至仏山をつくった蛇紋岩は約1億7000万年前
に形成されたものといわれている。遠い昔の、古い地層である。
その後、景鶴山・中原山・ススガ峰・皿状山などが火山活動を始め、楯
状火山をつくり尾瀬沼や尾瀬ケ原が形成された。
燧ケ岳が火山活動を始めたのは、今から約1億数千年前のことであった。
この火山活動により只見川の流れを西に変え、ついには溶岩などの噴出物
が只見川をせき止め、いまの尾瀬ケ原のもととなる“古尾瀬ケ原湖”が誕
生した。また、南に流出した溶岩は沼尻川をせきとめ尾瀬沼が作られた。
やがて“古尾瀬ケ原湖”へ周辺の山々から土砂が流入し、湖は次第に浅
くなり、岸から中央に向かって水生植物が生育を始め、やがて植物の遺体
でうめつくされていった。ついには、低層湿原が形成されたのである。
低層湿原は、年月がたつにつれて弱酸性となり、ヨシやヌマガヤの群落
の形成、酸性に強いミズゴケの侵入へと進んだ。ミズゴケは、湿原の中央
部ほどよく生育し、その遺体は堆積して泥炭層となり、凸レンズ状にもり
あがった高層湿原を形成した。高層湿原の泥炭層は、よく発達したところ
で厚さは470cmを超えている。6000年もの年月がかかっている。
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池塘は大きいもので長径100mに達するものから直径数10cmのものまで、
1800個以上数えられている。水深も浅いもの、深いもの様々である。
出来かたとしては、蛇行する河川の一部が切り離された三日月湖に由来
すると見られる。湖岸が滑らかで長いのが特徴である。それに対して湖岸
線の複雑なものはシュレンケ（湿原上に出来る帯状の凹み）に水が溜まり、
そこから発達したものとがあると考えられている。シュレンケに対して、
畝状の高まりの部分をケルミと呼ばれている。
尾瀬の自然保護の歴史 何度かの危機を乗り越えて
尾瀬は日光国立公園特別保護地域であり、特別天然記念物の指定も受け
ている。尾瀬ケ原湿原・池塘・尾瀬沼・至仏山・燧ケ岳・三条ケ滝などが
つくり出している多様な景観を持つ。そして、高山植物群、トンボをはじ
めとする様々な昆虫類と学問的にみても貴重なものである。それは文化財、
自然遺産にも匹敵するものである。
尾瀬の開山は1890年（明治23年）であった。それ以後、尾瀬は何度か水
没の危機に瀕することになる。最初は1903年（明治36年）に計画された水
力発電所の建設であった。富国強兵をスローガンに掲げた明治政府は、エ
ネルギーの確保という国家的命題の実現のために、尾瀬の持つ水力は大い
に魅力的なものと考えたことは当然であった。この計画は、その後の度重
なる戦争のため実現せぬまま第二次世界大戦の終戦を迎えることとなる。
次は、戦後復興の電力確保の為再検討されることとなったことに始まる。
ミズゴケに象徴される尾瀬の自然と電力エネルギーを必要とする戦後復興
を天秤にかけるかたちで政府を二分する騒ぎとなった。いわゆる“ミズゴ
ケか電力か”論争であった。結局、尾瀬における電力開発すなわち尾瀬の
ダム化の機運はしぼんでいったが、この時、地元尾瀬関係者を初めとし、
尾瀬の研究者、文化人、文部省や厚生省の関係者など幅広い人々の活動は
“ミズゴケ派”を支援した。
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尾瀬における第二の保護活動は“自然保護か観光道路開発か”であった。
1949年（昭和24年）NHKのラジオ歌謡「夏の思い出」が戦後の荒廃から
立ち上がりつつあった人々の心に未来への希望を沸き立たせ尾瀬ブームが
起こることとなる。また、「日本百名山」（深田久弥著）が火付け役となり
起きた登山ブームは、その後の高度成長のはじまりによる生活の余裕の高
まりと共に尾瀬人気となった。押し寄せるハイカーの利便性の重視は、大
清水から一ノ瀬休憩所さらに三平峠へと自動車道路の建設が進んだのであ
る。それまで一ノ瀬休憩所付近にわき出ていた清水が枯れてしまい、がっ
かりしたことを思い出す。しかし、地元も巻き込んでの市民運動に支えら
れ、環境庁長官大石武一の尾瀬視察1971年（昭和46年）もあって、自動車
道路建設は中止となったのである。
第三の保護活動は“オーバーユース”の問題である。r適正利用と自然
保護」という新しい課題であった。ひとつに「ゴミ持ち帰り運動」である。
それまでいたる所に設置されていたゴミ籠にはゴミがあふれカラスなどの
野生動物がえさを求めて荒らす状態がみられた。また、酒やウイスキーの
空きビンがころがっていることもあった。
2つ目には、浄化槽を完備した公衆トイレの設置などの「インフラ整備」
である。見晴らし（下田代十字路）から赤田代の方向へのところに人工的
な下水道管が造られた跡があった。山小屋から只見川に排水を流そうとし
たものと思われる。やがて、浄化槽は、単純式浄化槽そして、合併処理浄
化槽へと整備が進んだ。
3つ目には、「マイカー規制」の問題であった。1974年（昭和49年）か
ら交通規制が実施された。入山者が集中するシーズンの週末を特定日と定
め規制するというものである。1997年（平成9年）尾瀬保護財団は尾瀬入
山適正化検討委員会を設置し、1999年（平成11年）新たな交通規制が打ち
出された。入山者の約6割と最も多い鳩待峠では、津奈木一鳩待峠口間に
おいて、2004年には5月から10月のシーズン中の111日間のマイカーの通
行禁止、週末は、マイクロバスも禁止とした。戸倉から有料のバス利用に
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限定されることとなった。鳩待峠についで入山者の多い沼山峠においても
交通規制が実施されている。
4つ目は、「宿泊予約制」である。定員があるのか無いのか解らないく
らいギュギュに詰め込まれた経験がある。そして、ついに廊下に寝ること
となった時もあった。1996年（平成8年）には60万人を越えた入山者、一
日あたり2万人に達することもあった。いわゆるオーバーユースの問題は、
様々な問題を噴出させることとなったのである。現在年間40万人を割って
きているが、特定の場所・日時に集中することへの対策はより重要な課題
として良い提案が待たれる。それはまさに自然と人の共生を考えることで
ある。
夏の思い出
昭和24年より歌われ尾瀬のブームの火付けとなった「夏の思い出」の作
詞者、江間章子は「夏の思い出、その思い出のゆくえ」（宝文館、1987）
の中で次のように述べている。
r尾瀬で見た湿原一帯の、花ひらいた水芭蕉の群生にも、同行の3人ほ
どの人達の驚きの声とは別に、私は一人黙った。そこで故郷に出逢うなど
と、どうして予測できただろう。想いはそうした二重写しの中で、固定し
ていったのだと思う。そうでなかったら、夏の思い出の歌詞は、私は生ま
れてこなかったに違いないと考えている。」
このようにして一世を風靡した名曲が生まれたのである。
少女時代を東北地方の農村で過ごした江間さんは、そのころの体験の大
切さ、培われたイメージが想像力を生み、創作活動のエネルギーとなった
と回想している。
ところで昭和24年当時この歌を唱ったのはシャンソン歌手の石井好子さ
んであった。現在83才お元気とのことである。
一16一
私の尾瀬ノート
至仏山 尾瀬ケ原を見下ろし、燧ケ岳を遠望する花の山
尾瀬は4つのエリアに大別できる尾瀬ヶ原・尾瀬沼・至仏山・燧ケ岳で
ある。
鳩待峠でバスを降りると、そこが至仏山への登山口である。緩やかな上
りを1時間ほど登ると展望の良いトカゲ岩に到着する。尾瀬ケ原が見下ろ
せ、燧ケ岳を望ことができる。シラネアオイ・マイズルソウ・ズダヤクシュ
などの花を見ることができる。この山は古生層からなる古い山であり、加
えて蛇紋岩からできていることから樹木は生育できず草本類が生育してい
る。中でもオゼソウとホソバヒナウスユキソウは珍種である。特にオゼソ
ウは、尾瀬で発見された一属一種の植物で、蛇紋岩にのみ生育し、谷川岳・
天塩山地しか無い。トカゲ岩を過ぎ20分ほど歩くと小さな湿原オヤマ沢ノ
田代に至り、さらに1時間ほどで至仏山の頂上に着く。この間雪田跡には
ハクサンコザクラ、笹まじりの斜面にはチングルマ、ハクサンイチゲ、オ
ゼソウ、ホソバヒナウスユキソウなどが小群生を見せる。また、クモイイ
カリソウやジョウシュウアズマギクも見ることができる。山頂付近ではキ
バナノコマノツメ、ユキワリソウなども見ることができる。お花畑と呼ば
れている所以である。蛇紋岩は、崩れやすく、非常にすべりやすく、特に
雨の日の下りには十分な注意が必要である。
1989年（平成元年）から8年間、東面登山道は完全閉鎖されるなど登山
規制がされた。現在は5月上旬～6月下句の残雪期における鳩待峠一至仏
山一山の鼻の入下山は禁止されている。その理由は、長年の間山頂と山ノ
鼻間のルートは多くのハイカーによって踏まれ、表土が削り取られ、風雨
に晒され流され、その結果、裸地化してしまったのである。当然植物は生
育できなくなり、動物たちのすみかは失われてしまったのである。回復さ
せなければならない。
そして、この美しい山、多種の植物を楽しめる日が一日も早くやってく
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ることを祈らずにはいられない。そのためには、人々が山の植物を大切に
し、めでる気持ちを持つことが必要である。
至仏山中腹より尾瀬ケ原を見下ろすと、湿原の中央を木道が通り、とこ
ろどころに、たくさんの池塘があり、蛇行している拠水林を見ることがで
きる。その向こうに燧ケ岳がパノラマ景観を見せてくれる。
至仏山を仏（天国）に至る山と解釈した人がいたがうなずける。
至仏山を山ノ鼻から見ると、森林に覆われているのは裾の方だけで中腹
から山頂にかけてはハイマツや草付きになっている様子を望むことができ
る。
振り返って燧ケ岳を眺めてみると、山頂付近まで森林に覆われつくされ
ているのがわかる。この違いはなぜだろうか。蛇紋岩の山地には大形の樹
木が進入することはできないのである、そのかわり氷河期に南下した北の
草本類が進入し生育したのである。こうして、比較的標高が低いにもかか
わらず、北国の高山植物の草花が現在まで永永と生を受け継いでいるので
ある。
燧ケ岳 東北最高峰の名山類を見ないパノラマ
バスが七入を過ぎると間もなく御池である。御池の駐車場より、左に折
れると裏林道に入る。分岐点の案内標に従い左にぬかるんだ急な斜面を約
1時間登ると視界が広がり、夏の時期にはキンコウカ、モウセンゴケが見
られる。ここからは、樹林帯の急登が続き、おおよそ1時問登ると、やが
て前方に熊沢田代が展開し、燧ケ岳が望まれる。熊沢田代の真ん中を横切
るのだが、ここの混生植物は乏しい。この田代にも木道があり、登山道へ
と続いている。樹林帯の急登のルートには7月中にはまだ雪渓があり、ス
リップ注意である。登山道わきにサンカヨウの花が見られる。やがて急な、
しかも岩礫の中を登ると燧ケ岳の一方のピークである姐嵩一まないたぐら一
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に着く。1時間40分の登山である。まないたぐらからの展望は素晴らしく、
会津・日光・只見の山々が一望できる。眼下には尾瀬沼と至仏山とが展開
する尾瀬ケ原が広がっている。その景観は他に類を見ないものである。こ
こから最高点の柴安嵩一しばやすぐち一へはいったん鞍部に下り、ハイマ
ツ帯を登り返すと到着である。ここは福島・新潟・群馬の県境で東北地方
の最高点である。
柴安嵩からの下りは、急な岩稜帯の下降から始まり、登山道はハイマツ
帯から針葉樹林帯に入り、やがてブナ帯に至る。下田代十字路が近付いて
いる。ブナの原生林の広がりの美しさに思わずホッと一息つく。下りの行
程は2時間30分、早朝に登り始まり、出来るだけ早く宿に着くよう計画を
しっかり立てよう。
燧ケ岳の垂直分布は、1400～1600mブナ・ミズナラ林、1700～1800mオ
オシラビソ林、1800～2000mハイマツ・ミヤマハンノキ・ダケカンバ林と
なっている。なお、尾瀬沼の標高は1665mである。
燧ゲ岳には5箇の頂上がある、これは何回かの噴火と侵食によって出来
た山だからと説明されている。登山道がついているのはも5箇所である。
御池ルートは、いわゆる裏ひうち呼ばれているルートで広沢田代や熊沢
田代という2つの湿原があり変化に富んだ登山道である。ピークは姐嵩で
ある。
尾瀬沼浅湖湿原ルートと沼尻ルートは、どちらも尾瀬沼が起点とするコー
スで、距離は長いが勾配は比較的ゆるい。ピークは柴安嵐である。
原を起点とするルートは見晴しルートと温泉小屋ルートで、森林が長く
見晴しは悪いが垂直分布の変化を見るのには最適である。頂上は柴安点で
ある。
ただし、登山口の位置と標高の違いで、各ルートの距離や勾配が違って
くる。したがってどのルートを選ぶかは各自の体力と相談ということにな
る。
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アヤメ平 人による破壊と復元
アヤメ平本当の名称はキンコウカ平？
尾瀬ケ原の竜宮十字路のほぼ真南、尾瀬沼の東南に位置する中原山の北
裾野に広がる田代地区にアヤメ平はある。標高1968mで尾瀬ケ原より500
m以上も高い山稜にできた湿原である。アヤメ平という名称は、キンコウ
カをアヤメと間違えて呼んだことから付けられた地名である。アヤメ平に
はアヤメは一本も無かったという。
1957年（昭和32年）富士見峠まで、戸倉から直通バスが開通され、人気
コースとなった。360度の視界の広がりと多くの高山植物の咲き乱れる景
観は「天上の楽園」と呼ばれた。寒冷湿潤なこの地ではミズゴケなどの動
植物の枯死体は腐敗せずに堆積し、475cmの泥炭層を作っている。はるか
縄文時代の昔より、およそ6000年かけて形成されたものであるといわれて
いる。その堆積は年間1mmに満たない速度である。
1960年（昭和35年）夏私が最初に尾瀬を訪ねたときのコースは、戸倉…
富士見下…富士見峠…アヤメ平…下田代十字路（泊まり）…尾瀬沼…長蔵
小屋（泊まり）…大江湿原…大清水であった。
その時、多くのハイカーは自由に湿原を歩き回ったり、“ござ”あるい
は“むしろ”をひいて弁当をひろげていた。酒盛りをする人もいた。バレー
ボールに興じる人もいたと聞く。当然、湿原とそこに生育する植物は踏み
付けられ、群落は破壊され、やがて、固められて裸地となった。雨が降り、
ぬかるみが出きると人の歩みは表土と植物を殺ぎ取り、水を含んで湿田の
ようになった。また、当時のハイカーはワラジばきであったが、昭和40年
代になるとキャラバンシューズが普及して、裸地化に拍車がかかることと
なった。1966年（昭和41年）の調査によるとアヤメ平は数年間で15cm殺ぎ
落とされているという…東京電力戸倉支社史。どんな植物群落が見られた
のか、春…キンコウカ・ミズバショウ夏…タテヤマリンドウ・チングル
マ・モウセンゴケ・ニッコウキスゲ、秋…イワショウブ・ウメバチソウ・
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オオヤマリンドウなどである。
アヤメ平湿原の復元の歴史は長く、困難なものであった。スタートは、
山の鼻植物研究見本園であった。ここに1966年（昭和41年）東京電力が木
道を敷設し、周辺の植物密集地よりブロック（40cm×20cm×20cm）を移植、
そこにミタケスゲの種子を直まきにするという方法の試みであった。見本
園でのこの試みは成功し、緑は回復していった。ミタケスゲの種子は8月
下旬に採取し、9月には蒔かれる。
東京電力は、1964年（昭和39年）これ以上の荒廃防止のため木道を敷設
した。見本園での成果をもとに1969年（昭和44年）から、アヤメ平での植
生の復元作業が開始された。だが失敗におわった。その理由はアヤメ平が
山稜の傾斜地のため、雨が降ると表面に流れができ、移植株の周囲の土が
流失し、株が浮き上がり、枯死する株も出てきた。直まきされた種子も流
されてしまった。
また、標高1968mと尾瀬ケ原より400m～500mと高く、7月に残雪があ
り、吹きさらしでもあり、生育環境は良いものでなかった。次に、傾斜地
への対応が問題となった。1977年（昭和52年）から移植株を等高線に沿っ
て筋状に畑の畝のように植え、さらに雨水による土壌の流失を防ぐために
畝と畝の間に板を打ち込むという方法であった。この板には排水のために
所々に穴があけられた。また、ミタケスゲを播種した所には全面をワラゴ
モで覆い竹串で留めた、風害対策である。
さらに木炭を砕いて畝と畝との間にいれて土地改良することが試みちれ
た。木炭には保水力があること、木炭の日々割れには植物の成長に有益な
菌糸が繁殖することなどが期待された。やがて、ミタケスゲは緑の葉を伸
ばしていった。成果が上がっている。こうしてアヤメ平は、40年ちかく経
て、復元にようやく辿り着いたのである。現在、おおよそ、9割り以上が
緑化している。ただし、かつてのように一面ミズゴケに覆われた湿原が復
元されたわけではない。緑の原と湿原とは異なっている。湿原が完全に復
元され、もともとアヤメ平にあった多くの貴重な植物が戻るまでには、こ
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れから少なくとも数十年かかるといわれている。最近のアヤメ平は静けさ
につつまれている。富士見下から富士見峠までの登りは徒歩1．5時間、そ
こから30分でアヤメ平、さらに湿原まで2時問の行程であるのに対して、
鳩待峠までバスが入り、そこから徒歩1時間で山の鼻に着くルートが人気
となっている。
植物は花の時期が短く、最盛期に人が集中するのは、やむをえないのか
もしれない。尾瀬はリピーターが多い、2度目、3度目は、時期と場所を
変えて見ることを考えてみるのも大切である。
尾瀬の生い立ち
尾瀬ができるまでの過程については、十分には解明されていない。しか
し、2億年という長い時間をかけて現在の姿に形作られたと考えられる。
景鶴山・燧ヶ岳などの噴火により周辺の川が堰き止められ約1万年前に尾
瀬沼（古尾瀬湖）が形成された。その湖は周辺の土砂で急速に埋め立てら
れ湿原へと変化した。この湿原は最深部約4．5mの泥炭層からできている。
ヨシ・スゲ・ミズゴケなどが泥炭の状態で、一年に約1mm生長し、6千年
から7千年で現在の姿を形成された。尚、泥炭とは酸素不足の状態、低温
の状態で微生物の活動を抑制して作られたものである。
尾瀬の語源は“生瀬”であり、浅瀬に植物の生えた状態、つまり湿原の
ことをさしている。しかし多くの伝説、ときには俗説が伝えられている。
尾瀬の花 春尾瀬ケ原
5月の下旬から6月の上旬の時期、ミズバショウの花が最盛期をむかえ
る。ミズバショウばかりでなく、多くの花々がいっせいに開花する季節と
なる。これより8月中旬までの4ケ月の間、尾瀬はまるで花園のごとく花
が咲き競うのである。
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鳩待峠で昼食をとる、焼いたイワナをおかずに握ってきた“にぎりめ
し”を頬張るのが一つの楽しみとなっている。歩き始めると針葉樹林の林
縁に沿ってマイヅルソウが白い小花を複数つけている。3枚の葉の真ん中
に紫褐色の花をもったエンレイソウも姿を見せる。
シロバナエンレイソウは別名ミヤマエンレイソウといい、3枚の葉の真
ん中に白い花をつける、エンレイソウより全体に大ぶりである。花経2～
3cm、白またはやや赤味かかった可憐なコミヤマカタバミと薄紫色をした
オオバタチツボスミレは比較的多く見られる。シラネアオイは高さ15～30
cm、花後5～30cm、淡い紫色のゆったりとした華やかさをもつ花であるが、
山の鼻までの行程の林縁では見られることは少ない。やや切り立った登山
道に常緑小低木のイワナシが見られる卵形でツヤのある濃緑色の葉の間に
淡桃色で長さ1cmほどの鐘状の花を数個咲かせる。ツバメオモトはふっく
らとした質感のある15～30cmの根生葉をもち、20～30cmに伸びた花茎の先
に径1cmほどの白く可憐な花を数個つける、林床に生育し登山道のわきに
ときどき見かける。
途中やや開けた所に出る。そこから左手に至仏山を望める。植物の垂直
分布や植生の変化、森林限界をはっきりと見ることができる。1500～1700
mにブナ・ミズナラ、1700～1800mにダケカンバ、オオシラビソそして
1800mが森林限界である。オオレイジンソウは雅楽の奏者（伶人）がかぶ
る冠に花が似ていることに由来して名付けられたものでトリカブトなどの
仲間独特のつくりをしている。川上川の流れが山の鼻地区に近づき橋を渡っ
た所にサンカヨウの小群生が見られたが、残念なことに最近は姿が見えな
い。長さ20～30cm、幅30cmほどの大きい葉をもち、白い花を数個つける。
出会うのを楽しみにしていた花の一つであったが、どうしたのであろうか？
山の鼻の橋に近づくと至仏山の斜面にムラサキヤシオツツジやタムシバ
などの落葉低木・落葉小高木の花が見られる。前者はまだ緑浅いこの時期
紫がかった赤い花で、いち早く山を彩り、後者は5～9mほどの高さの樹
木で、良い香りを持つ白い花をつける。ニオイコブシの別名を持っている。
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花の下に小葉を持つのがコブシ、タムシバは持たない。コヨウラクツツジ
は目立たない5～6mmほどの小さな壷形の花をつける低木である。アズマ
シャクナゲは途中の崖の中途に見られる淡紅色の花をつける、白花のもの
をハクサンシャクナゲという。ウスバサイシンは山林内の少し湿った木の
下や古木の“うろ”などに生育し、黒紫色の径1～L5cm、がくが広い鐘
形、先端は3裂、外側に反り返るような花をもつ、山の鼻の至仏山荘の前
の古い切り株の“うろ”のなかに見られる。
山の鼻に近づくと湿地が見られるようになり、ミズバショウの花が咲い
ている。低層湿原の代表的な植物であるミズバショウは、流水があり、養
分が集まりやすい沢筋などに生育している。白く花のように見られるのは
仏焔苞とよばれる部分である。花は黄色の小花が多数集まった花穂とよば
れるものである。
山の鼻に到着すると、小屋に隣接する植物研究見本国とビジターセンター
を見学、観察をすることにしている。尾瀬の自然や動物・植物に対する認
識を深めるのがねらいである。今日は、山の鼻地区に宿泊する。
見本園は一周おおよそ1時間、ミズバショウの群落を堪能することがで
きる。見本園の縁に生育しているオオシラビソの大木のてっぺんにカッコ
ウが現れ、尾をピョコンピョコンと上下させる独特の動きに合わせて盛ん
に鳴いていた。見本園にはショウジョウバカマが花茎の先に淡紅色の花を
数個つけている。葉の根生葉は枯れ葉に隠れて見えないことがある。また、
青紫色また淡青色の花を咲かせるタテヤマリンドウも見られる。ワタスゲ
の群落も見られる、1本の茎のてっぺんに、ひとつの小さな穂を着ける。
夏には白い綿毛の実をつける。見本園の入り口の川にギョウジャニンニク
の群生がみられる。昔行者が食べたと伝えられていることから、名がつけ
られた。尾瀬ではオゼビルと呼ばれている。
2日目、山の鼻より尾瀬ケ原上田代に入ると、リュウキンカの花が全盛
期となっている。湿地や浅い水中に生育し、ミズバショウの白色とリュウ
キンカの黄色は対照的で面白い。ヒメシャクナゲは高さ10～30cm、花は薄
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紅色、長さ6mmほどの小さな壷形をしている。ミツガシワは浅い水中に生
育する高さ20～40cmで繊細なづくりをしている白または淡紫色の花を総状
につける。ツルコケモモは茎の径1mmと細く地表を這う。葉は長さ1cm、
幅5mm以下と小さく見つけにくいが、淡紅色の可憐な花を咲かせ、その後
径8mmほどの果実をつける。山の鼻から牛首をへて中田代三叉路まで、お
およそ40分。牛首を過ぎ中田代に入り、日当たりの良い湿地でトキソウが
見られる、花色が鳥のトキ（朱鷺）に似ているのが名の由来。サワラン
（アサヒラン）と花の形が似ている。竜宮十字路に近づき下ノ大堀と呼ば
れる小川の付近は、至仏山をバックにミズバショウの群落、2～3本のシ
ラカンバを入れた被写体は絶好の撮影ポイントである。竜宮小屋の周辺で
はザゼンソウが見られる。雪解け直後、肉厚で濃紫褐色の仏焔苞は高さ10
～20cmほどで、その中に黄色の花穂がある。葉は花の後に展開する。ヤマ
ドリゼンマイの緑葉が伸び始めている。ヒメシャクナゲ・ワタスゲ・レン
ゲツツジなども花の季節を前に緑葉をいっぱいに展開している。ヤチヤナ
ギ（雌雄異株）の花は小さく目立たない。ヤナギに似た葉をつけることか
ら名付けられた。
尾瀬の花 夏尾瀬ケ原
7月下旬、春と同じルートで、尾瀬に入る（鳩待峠一山の鼻一植物研究
見本国一尾瀬ケ原・上田代一牛首一中田代三叉路一竜宮三叉路）ここから、
ヨッピ橋、東電小屋、赤田代分岐一温泉小屋…宿泊という行程である。
ミズバショウの季節が過ぎると湿原は、夏となり花は最盛期を迎える。
ニッコウキスゲ・チングルマ・オゼコウホネ・ヒツジグサ・ウラジロヨウ
ラク・コバイケイソウ・ミズチドリ・ヤナギトラノオ・キンコウカ・モウ
センゴケ・ナガバノモウセンゴケ・オゼヌマタイゲキ・コバギボウシ・サ
ワギキョウ・オゼミズギク・ワレモコウ・アキノキリンソウ・オゼヌマア
サギ・オオウバユリ・コオニユリ・ヒオオギアヤメなどの花々である。中
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田代三叉路からは北東に道をたどると東電小屋に出る。そこから南にたど
り竜宮十字路に至るコースもある。おおよそ1時間50分の行程である。
ニッコウキスゲは、夏の湿原をまるで濃い澄黄色の絨毯を引きつめたよ
うに咲く、漏斗状鐘形の花で、6個の花被片からなる。数は3～4個っけ、
下から順に開花する。高さ50～80cmの多年草である。チングルマは白い花
弁が5枚つき、花のあと羽毛状のそう果が集まった集合花で、名は稚児車
に由来する。オゼコウホネとヒツジグサは池塘のところで述べる。ウラジ
ロヨウラクは落葉低木で、花冠の長さは1～4cmほどで鐘形の紅紫色の花
を咲かせる。花冠の端は反り返っている。葉の裏は白っぽい。コバイケイ
ソウは、ミズバショウが咲く頃並ぶようにして、大きな葉を屏風たたみに
してタケノコのような形で芽を出してくるが、どんどん成長し、50～100
cmになる。夏には白い小花が集まって花穂をつくる。ミズチドリは、7月
ごろ真っ白な花をたくさん咲かせる、ジャコウチドリの別名どおり良い香
りがする。高さ50～90cm。ヤナギトラノオは高さ30～60cmほどの花穂の鮮
やかな黄色の花をつける。すらっとした葉から柳の葉を、黄色の花の色か
ら虎の尾を連想して名付けられた。キンコウカは池塘の縁に群生している
のが目立つ、花茎は高さ20～40cm、数枚の短い葉がつく、花は鮮やかな黄
色で花びらが6枚、多数穂状につける。モウセンゴケは、湿地に生育し、
葉は根生し、長さ5～10cmほどで、表面の腺毛の先端から粘液を出し虫を
捕らえる。花は白く小さい可憐なものをつける。ナガバノモウセンゴケは
葉の形状が長い、尾瀬で初めて発見された。葉の形状の丸いものをマルバ
ノモウセンゴケという。モウセンゴケの名の由来は葉の腺毛が赤く、群落
を遠くから見ると赤い絨毯をしいたように見えることからだという。コバ
ギボウシは高さ30～60cmの花茎を伸ばし、長さ4～5cmの淡紫色の花を下
または横向きにつけ、花被片は反り返り、日当たりの良い湿地に咲く。レ
ンゲツツジは朱紅色の花を2～8個つける。湿原に群生する。
サワギキョウは尾瀬の全域の湿原で見られる、花冠の長さが3cmほどの
青紫色の花を多数つける、高さ50～100cm、開花は湿原に秋の気配の近い
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ことを感じさせる。オゼミズギクは高さ25～50cmの多年草植物で、頭花は
3～4cm、茎の先に1個つく。ワレモコウは、暗赤色で円筒状の直立した
花穂をつける。花弁はなく4個のがくがあり、上から下へ咲き進む、北半
球に広く分布している。アキノキリンソウは花冠が黄金色で総状に多数つ
き、舌状花と筒状花とがある。秋に咲く花の代表のひとつ。オゼヌマアザ
ミは、頭花で淡紫紅色、直立して咲く総包は鐘形で、総包片は7列に並ん
でいる。葉は長楕円状被針形で先は鋭く尖っている、高さ50～100cmで、
湿原に群生している。オオウバユリは、高さ150cmほどで直立する。赤田
代温泉小屋付近で見ることができる、花は長さ10～15cmほどの緑白色で10
～20個を横向きにつける。コオニユリは、黄赤色の花を5～8個ほどつけ、
花被片は6個あり、上部は反り返っている。内側には紫黒色の小点がまば
らにある、茎の高さ1～2cm。カキツバタは、植物見本研究園の西端の湿
原に大群生を見ることができる、高さ60～70cmの花茎の先に紫色の花をつ
け、外花被に白い斑紋がある。葉は剣状で長さ20～40cm、中脈はない。ヒ
オウギアヤメは湿原に生える、青紫色のアヤメに似た花をつける。黄色に
白の地に紫色の模様がある。花茎の枝別れが目立つ。ヤマオダマキは尾瀬
沼周辺や山の鼻で見られる、花は花弁が淡黄色で5個あり、長楕円形でか
く片より短い。がく片は褐紫色。ソバナは林のふちにそって、キキョウに
似た紫色の花を垂れるように咲かせる。長さ2～3cmの鐘形をしている。
ツリガネニンジンはソバナに似た花を茎けるが、輪生しているのが特徴。
オオマルバノホロシは湿原のなかでまれに見かけることがある。ナス科の
植物で、花がナスの花に似ている、紫色をしている。草丈30～60cm。クロ
バナロウゲは花が黒紫色と目立つ、がく片より花弁のほうが小さい、茎の
上部に数個つける。花径は1～2cm。草丈は30～60cm。アオヤギソウは下
田代に良く見られる。草原に生育している。黄緑色、花弁5枚、径1cmほ
どの小さな花を数多く咲かせる。草丈は50～100cm。オゼノサワトンボは
尾瀬ケ原の湿原に生育するが、他の草に混ざってしまい見つけ難い、花の
姿がトンボに似ていることから名付けられた。クガイソウはやや乾燥した
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草地に生育している。穂のような花序に青紫色の小さな花を多数つける。
葉は長楕円状で4～8枚が輪生している。ジョウシュウオニアザミは沼山
峠で良く見かける日本特産の植物で、大きな紅紫色の花を、1～4個、頭
を下げるようにつける。茎葉には長い疎をもつ。草丈1m内外ある。
尾瀬の花 夏尾瀬沼
ヨッピ橋を渡り東電小屋から40分ほどで赤田代の北端の温泉小屋に到着
する。今日の宿泊はここだ。小屋の前に達している燧ケ岳への登山道の付
近にオオウバユリが5～6本見られる。赤田代には、ニッコウキスゲ、サ
ワギキョウ、コバギボウシ、ミズチドリ、オゼヌマアザミ、オゼミズギク
などの夏の花がいっぱいである。
早朝三条ノ滝を往復する。3時問の行程である。尾瀬沼を水源として、
沼尻川、ヨッピ川となって尾瀬ケ原の水を集め、平滑ノ滝を過ぎて三条ノ
滝で落ち、只見川の源流となる。最後に奥只見ダムに流れ込む。三条ノ滝
は100mもあろうかと思われる断崖から一気に落下する豪快さがすばらし
い。平滑ノ滝の展望台から、眼下に幅の広い滑滝がのぞまれる。
赤田代分岐から、下田代十字路をへて段小屋坂を登る。ブナの大木が深
い森林を造っている。白砂峠を下ると白砂田代に出る。池塘には、ルリイ
トトンボが何匹も群れをつくり、飛んでいる。キンコウカ、サワランが咲
いている。サワランは別名アサヒラン、紅紫色で横向きにつく長さ2～
2．5cmの花をもち、茎は直立し高さ15～30cm。白砂田代をへて沼尻平にで
る。下田代十字路から2時間の行程である。沼尻休憩所からの沼をみる景
観も素晴らしいものである。過去に対岸の長蔵小屋まで遊覧船が出ていた
ことを思うと隔世の感がある。北側には、燧ケ岳を真近に仰ぐように見る
ことができる。
沼尻平よりは、北岸回りか南岸回りで東岸に行くことになる。南岸回り
は、やや暗く小さな上り下りが続きやや歩きにくい。晴天時は静かな湖面
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の様子が印象的である。ここは花は少なくギンリョウソウが目立つ。日が
当たらない南岸は湿り気が高く生育には適している。葉緑素をもたないこ
の植物は体全体が透明かかった白色で、自分で栄養をつくることができず
周辺の土壌や土壌中の動物の遺体などから養分を摂取する。このことから
腐生植物と呼ばれている。ショウキランは無葉の腐生植物の仲間で、竜宮
小屋の付近の拠水林内でみかけた。オニノヤガラは全体が淡黄褐色、高さ
40～100cmの無葉の腐生植物で尾瀬ケ原で見たことがあるが、樹林内に生
育することが多い。名の由来は、鬼が放った矢が地面に刺さったように見
えることからきている漢字で「鬼矢幹」。シャクジョウソウは高さ10～20
cmの全体が淡黄褐色でなかなか発見が出来なかったが、数年前沼山峠でやっ
と見つけ大喜びしたことがある。腐生植物の仲間である。曲り田代、大清
水平分岐をへて三平下までは50分ほどである。
対して、北岸回りのコースは、浅湖湿原をへて大江湿原分岐から尾瀬沼
ビジターセンターに至る。1時間の行程である。サワギキョウ、ヒオオギ
アヤメ、フトイ、ミツガシワ、アサヒラン、イワカガミ、ホロムイソウ、
タテヤマリンドウ、チングルマ、トキソウなどの花を見ることができる。
こちらのコースは、植物の種類も多く、風景は明るく開かれている。平坦
な木道が続き歩きやすい。大江湿原分岐のところに小川にあるが、橋の下
にイワナの群れが泳いでいる。餌をやるので、人に慣れている。
尾瀬の花 夏大江湿原
沼尻休憩所で昼食を摂る。ここから約50分尾瀬沼山荘に到着、今日の宿
泊はここだ。ここまでのことについては、夏（尾瀬沼）に記してある。夕
食前、尾瀬沼休憩所と尾瀬沼の付近を、カメラ片手に散策にでかける、寄
生植物のサルオガセがシラビソの枝にフンワリとした感じで下がっている
燧ケ岳の肩越しに夕日が沈む風景は最高の被写体である。イワショウブ、
オゼミズキク、コオニュリ、ノアザミ、リュウキンカ、オゼヌマアザミな
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どの花が見られる。
翌日、尾瀬沼東岸と北上尾瀬沼ビジターセンターを経て大江湿原に入る。
右側の大江山の斜面にはダケカンバの群生しているのが見られる。オタカ
ラコウは高さ1～2mになる大形の多年草、茎の上部に黄色の頭花を総状
につける。オタカラが“お宝”となり人気がある。マルバダケブキは、葉
が丸く大きくフキに似ている、高さ1m以上の大形の多年草で、頭花が数
個つく。ヤナギランは中部地方以北の日当たりの良い草地に生える、茎の
高さ1～1．5m、葉は柳に似ていること、ランのような花を咲かせること
から、この名がつけられた。花は花弁4個、2～3cm、紅紫色、多数つけ、
大群落をつくり、非常に美しい。長蔵小屋の前と大江湿原の右手にあるヤ
ナギランの丘と呼ばれているところに咲く。ノアザミは紅紫色の4～5cm
の頭花で直立して咲く、高さ60～100cm。葉は長楕円形、深い羽状の中裂、
先端は刺となる。オゼヌマアザミは尾瀬の湿原に群生する50～100cmの多
年草で、花は、頭花、淡紫色で直立して咲く、鐘形の総包を持つ。その他
コバイケイソウ、コバギボウシ、サラシナショウマ、サワギキョウ、ワタ
スゲなどが見られる。
大江湿原には、沼田街道が通っているが、この街道には1868年（慶応4）
“会津戦争”の塾壕の名残があるといわれているが、明確には確認できな
い。沼山峠展望台で振りかえると尾瀬沼がその姿をわずかに見せてくれる。
その展望台を過ぎたところにシャクジョウソウがやや暗い林内に姿を見せ
たのである。全体が淡黄褐色をした腐生植物、修験者のもつ、しゃく杖に
見立てた。雨の降っている日であった。見たい見たいと思っていただけに、
やや興奮気味だったことが思い出される。
いろいろな湿原があるが、主に以下の三つである。
湿原は変化に富んでいる。
低層湿原一山から流れ込む川の水や地下水のような無機塩類に富んだ水が
常に供給されている。表面が地下水位面より低い「低層」ため、肥料分に
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富む水に常に浸っている「冠水」湿原。指標植物としてはミズバショウ、
リュウキンカ、ヨシなど
高層湿原一雪や雨などの降水によって水分を供給されている。表面が地下
水位面より高い湿原。極めて貧栄養状態、指標植物にはヒメシャクナゲ、
ツルコケモモなど
中層湿原一低層と高層の中間の湿原。栄養的には中間状態にある。指標植
物としてはニッコウキスゲ、ヤチヤナギ、ヌマガヤなど
尾瀬の花 秋大江湿原
会津高原駅で下車、檜枝岐一七入一尾瀬御池一沼山峠とバスを乗り継ぎ、
約1時間50分。秋の尾瀬の大江湿原に入る。ミタケスゲがクサモミジにな
り、ブナ・ミズナラ・ダケカンバ・カエデの黄葉などが独特の風情を見せ
てくれる。朱色の実をつけたキンコウカの黄葉、ナナカマドやドウダンツ
ッジの紅葉、真っ赤なツタウルシなども彩る。ナナカマドは枝先に白い5
弁の花を多数づける。9月には赤く熟した実をつける。タムラソウ・ウメ
バチソウ・アオヤギソウ・タテヤマリンドウ・アキノキリンソウ・オゼヌ
マアザミ・ワレモコウ・ヤマドリゼンマイなどが秋には、秋独特の花、夏
とは違った美しい花を咲かせる。ウメバチソウは、高さ10～40cmほどで、
茎の先に白い花を一つ咲かせる。タムラソウは、花は赤紫色で、高さ50～
150cm。一見、アザミのようだが～葉にトゲがなく～さわっても痛くない。
タテヤマリンドウは、花は青紫色で、先端に上向きにひとつづつ花をつけ
る。高さ約10cm、和名は立山に多く生育するからである。約1時問10分で
長蔵小屋に到着、今日はここに宿泊する。9月の下旬であるが、寒さは結
構厳しい。部屋には炬燵が入っている。山小屋の炬燵はなかなか良いもの
であ。また、長蔵小屋独特のまきストーブのある休憩所は、すてきな憩い
の場所である。早朝霜が降りている。その白い風景はなかなかの風情であ
る。次の日大江湿原一沼尻休憩所を往復する。秋色がいっぱいの燧ケ岳、
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浅湖湿原が、一日一日と黄色から赤色へ、そして褐色へと変化していく。
草紅葉
尾瀬の花ごよみは幕を閉じ、山々の木々が色づきは九月の下旬からであ
る。
山道の端では春から夏にかけて花を咲かせた草草が思い思いの果実をつ
ける。
花の頃は、人目を引くこともなかったトチバニンジン、ツクバネソウ、
ツルリンドウ、ハリブキ、オオマルバノホロシなどが見事な変身ぶりであ
る。ユキザサやマイヅルソウの真紅の実、タチシオデやルイヨウショウマ
もこの季節になってようやく自我に目覚めたような装いを凝らしてくる。
草いろいろおのおの花の手柄かな芭蕉r笈日記」
池塘と木道
山の鼻から上田代…中田代…田代への行程は楽しいコースである。いず
れにしても、尾瀬ケ原の、このコースは全行程平坦な木道である。正面に
燧ケ岳を見、後ろに至仏山を背負うかたちで歩く方向しては西より東へで
ある。時問にすれば、おおよそ2時間10分ほどである。優美で女的な至仏
山に対してやや荒々しい感じのする男性的な燧ケ岳、両名山を前後にして
歩行は何物にも代えがたい至福ともいえる時間である。特に、牛首を過ぎ
中田代三叉路付近での両山は見る者が、思わずオオッと歓声を上げる。ま
た、この行程の途中にはいたるところに池塘と呼ばれる池が点在し、特有
の景観を見せてくれる。その数は大小合わせて1800以上あるといわれてい
る、そこにはオゼコウホネ、ヒツジグサ、ミツガシワ、ヒメシャクナゲ｛
タテヤマリンドウ、ヤチヤナギなどが咲き夏の湿原を彩る。池塘には浮島
と呼ばれる独立した泥炭の島がある。また、ここにはアカハラとも呼ばれ
るイモリが棲んでいて、見つけた者を喜ばせる。時にはカモがポッカリと
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浮かんでいることがある。オゼコウホネは、ここで最初に発見された植物
である。黄色のがく片は5個あり、花びら状にみえる。内部に小形で多数
の花弁と雄しべがあり、柱頭は赤色をしている。長い花茎を水面に出し、
花を1個つける。水中葉と水上葉があり、広楕円形で長さ8～15cmで水上
葉は、水面に浮かんでいる。
ヒツジグサはハスの仲問で、花は白色で花径5cmほどで、花弁は8～15
枚ほどで、1個咲く。葉は広楕円形で、池塘の底から長い葉柄を伸ばし水
面に浮かびオゼコウホネとよく似ている。花は未の刻（ヒツジノコク）即
ち午後2時ごろ開花することから、この名がついたといわれている。しか
し、実際には開花時刻は一定していない。
木道は、湿原保護の目的であるが、かつては、泥田状態を歩く登山者の
安全を守るためのものでもあった。1m12万円、およそ10年ごとの交換と
いう膨大な費用がかかっていることも忘れることはできない。1952年ごろ
から敷設が始まったと記録されている。
今では尾瀬を語る風景のなかに木道を忘れることはできない。なぜなら
ば、木道の近くの風景こそ、そこをたどる人々の最も身近な風景だからで
ある。木道から覗き込む池の中のアカハラ、いろいろな植物の形や姿や色
は印象深いものであろう。途中にある休み所で見上げた雲が浮かんだ空、
吹く風、立ち止まって見た至仏山や燧ケ岳は忘れがたいものがある。
池塘とは、中国南部の溜池の堤のことである。南宋の大儒、朱嘉の詩に
でてくる。
r池塘春草の夢」のそれである。
尾瀬に生きる人々 尾瀬保護財団
尾瀬を愛する人々の深い思い
尾瀬の素晴らしさは、“ヒトが生かされているのだ”という認識をもと
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に、はじめて、理解されるのではないだろうか。ただ単に花がきれいだ、
山がすてきだ、湿原はめずらしく、魅力があるというだけではないであろ
う。
いくつかの要因によって入山者は増え続け、1990年（平成2年）には、
年間50万を超え、1996年（平成8年）には60万を超えた。ただし、その後
減少しつつあり、2003年（平成15年）には40万を割った。しかし、入山者
はまだまだ多く、それによって諸々の問題が発生している。
オーバーユース（過剰利用）から、様々な問題が発生してきた。ひとつ
は、ゴミの問題である、当初、増えつづけるゴミ対策としてゴミ箱が敷設
されたが、それはゴミの散乱、悪臭、漁ろうとする動物などの発生により、
基本的な問題の解決には至らなかった。そこで提案されたのがrゴミ持ち
帰り運動」の推進であった。次に、トイレの問題である。長い待ち時間も
さることながら、過剰利用、湿原への流入、湿原の富栄養化、植物の成長
異常、生態系への悪影響へと問題は広がりを見せ、根本的な解決の必要性
が重要となってきた。「浄化槽完備のトイレの設置」である。さらに、入
山者増加にともなう輸送の問題である「マイカーの規制」、また、「宿泊予
約制」の導入などである。これらの問題はそれぞれに対応されていたが、
対策は一元化が必要とされた。その結果、1992年（平成4年）尾瀬湖畔で
開かれた尾瀬サミットと称すべき会議が開かれた。群馬県・福島県そして
新潟県の各知事によるサミットである。そこで尾瀬の保護のために「尾瀬
保護財団」の設立をすすめることを合意し、1995年（平成7年）各自治体、
地域の関係機関、東京電力などの各種団体から成る尾瀬保護財団が設立さ
れた。
財団の意思決定機関である理事会の理事長は群馬県知事が、副理事長に
は福島県、新潟県の知事、そして東京電力社長が就任した。理事15人には、
地元の村長・環境審議会会長・地方銀行協会会長・登山家の田部井淳子さ
んなどがメンバーの一人として名をのせている。理事会、評議員会は毎年
3月と6月に開かれ、実質的議論は多くの人が自由に話し合えるフリートー
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が一堂に会し、尾瀬の問題を現地で話し合うサミットの開催など、開かれ
た財団をめざして活動が進められている。
自然環境運動発祥地といわれる尾瀬は、尾瀬の自然を愛する市民の思い
が膨らんで、行政を動かして行った経緯がある。
尾瀬に生きる人々 尾瀬山小屋組合
尾瀬との共存と環境保全の推進をめざして
山小屋は尾瀬を訪ねた人にとって、非常に大切な施設の一つである。体
を休め、腹を満たし、今日を振り返り、明日を語り思う憩いの場である。
尾瀬には、尾瀬ガ原と尾瀬沼の周辺に、現在18軒の山小屋が、その他大
清水小屋、鳩待山荘、御地ロッジ、七入山荘などがある。内訳は、群馬一
9、福島一12、新潟一1の割合である。福島県尾瀬ケ原下田代十字路に尾
瀬小屋（185）、第二長蔵小屋（94）、原の小屋（173）、檜枝岐小屋（100）、
弥四郎小屋（250）、燧小屋（99）と6軒と集中している。その他、尾瀬沼
付近には、尾瀬沼山荘（50）、長蔵小屋（300）、同別館．（60）、尾瀬沼ヒュッ
テ（150）など4軒、山の鼻地区には、山の鼻小屋（120）、尾瀬ロッジ
（100）、至仏山荘（77）など3軒。赤田代地区には温泉小屋（180）、元湯
山荘（103）など2軒。中田代の竜宮小屋（80）、ヨシッ堀田代の東電小屋
（90）、富士見峠の富士見小屋の各1軒ずつと分散している。（数字）は宿
泊定員数を示す。
1978年（昭和53年）群馬、福島両県の休憩所（群馬2、福島4）も含め
た小屋主が組合員となり、尾瀬山小屋組合が設立された。山小屋相互の親
睦を図り、尾瀬の自然と共生した小屋の運営と環境保全を共に考えようと
いうのである。1981年（昭和56年）から、尾瀬に入る入山者の安全、関係
者の無事故無災害を祈願し、併せて自然保護の啓蒙を喚起すべく「山開き」
が開催されるようになった。大清水入山口（群馬県側）と御池登山口（福
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島県側）で毎年交互に実施され、2004年（平成16年）5月20日は、大清水
で開催された。
山小屋は寛ぎの時間でもあり、ゆっくりと日常とはひと味違う時問の持
てる時でもある。そのためには、山小屋の側もその環境作りに努力する必
要があると思われる。ただ単に寝る、食べる、休むという山小屋の基本的
な働きに終始することのないものでありたい思うのである。
尾瀬に生きる人々 東京電力
尾瀬の大半の土地は、一企業である東京電力が所有している。ただ単に
所有しているだけでなく、積極的に保護保全にかかわっているのである。
日本の国立公園の約4分の1が私有地である。日本の国立公園は「地域制」
といわれ、管理当局である環境省が土地を取得することなく、指定した土
地の利用に一定の制限を課し、景観を保護するという制度をとっている。
至仏山荘、尾瀬沼山荘、東電小屋は、尾瀬林業が経営しているが、この会
社は東京電力グループ会社で、尾瀬の保護および尾瀬戸倉山林の保育に取
り組んできた。東電小屋は降水量調査のために建てた気象観測所である。
東京電力が行っている保護活動に国の補助金は一切ないそうである。
尾瀬に生きる人々 ビジターセンター
尾瀬を訪ねる人の案内人
尾瀬保護財団は、群馬県と環境省とが設置した2ケ所のビジターセンター
を受託して運営管理をしている。山の鼻地区の尾瀬山の鼻ビジターセンター
と尾瀬沼長蔵小屋前にある尾瀬沼ビジターセンターである。山の鼻は群馬
県が設置し、尾瀬保護財団が運営管理している。尾瀬沼は環境省が設置し、
尾瀬保護財団が運営管理している。ビジターセンターでは、尾瀬の動植物
の情報を毎日更新して発信している。宿泊者を対象に、スライドを活用し
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ての解説、映画の観賞などを行っている。また、早朝や夕方、管理員（自
然解説指導員）によって、ビジターセンター付近の沼や湿原、そこに生き
る動植物について自然観察会を開いている。
さらに、尾瀬の現地状況やマナーの説明、ゴミ持ち帰りを呼び掛けたり、
入山口指導、至仏山東面登山についての注意。また、主な登山道の清掃、
移入植物の除去など多岐にわたっている。
尾瀬には、ボランティアとして多くの人達が働いている。自然解説ガイ
ドの養成。清掃の手伝いなどのためのグリーンボランティアもその一つで
ある。これらの人達の指導もおこなっている。
NHKと共催するフォトコンテスト、小中学校の移動尾瀬自然教室の開
催など尾瀬をモデルに、環境問題・自然保護についての意識の高まりを図
ることも実施している。
ビジターセンターには、尾瀬の自然について、湿原はもちろん動物・植
物を紹介する常設の展示場、スライドやVTRの上映室、自然解説室、図
書室などが備えられている。
尾瀬に生きる人々 植林ボランティア
5月下旬、3日間で約300人のボランティアが参加、2500本の苗木を植
えた。これまで8回、延べ参加者数3000人を超え、植えられたブナは2万
本である。
笹の根が張り、岩がゴロゴロ埋まっている地面をならすr地ごしらえ」。
一人10本程度の苗木を植えると、へとへとになる重労働である。
鳩待峠から富士見峠そして皿状山までの稜線の南側に広がる尾瀬戸倉山
林は、9100haという広大な山林で、利根川最上流域に位置する「水源の
森」であると同時に、尾瀬の自然を守るように囲む「母なる森」でもある。
戦後復興期ブナ・ミズナラは、木材需要に応じて切り出された。その後に
植えられた成長の早いカラマツなどの針葉樹の持つ水源酒養機能は低いも
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のであった。それを危惧した東京電力では尾瀬戸倉山林を元の豊かな森を
取り戻そうとして始めたのがブナ植林である植林ボランティアの協力なし
には成り立たない。
植林は5月、植林した苗木の保育作業のための下草刈りは8月に行われ
ている。
夏が来ればにおい出す
尾瀬の山小屋「ヘリ待てぬ」ゴミ無断焼却
残された問題とこれからの課題
これは、朝日新聞（2004／8／5）の三面の見出しの記事である。檜枝
岐村の見晴地区にあるr弥四郎小屋」とr檜枝岐小屋」が禁止されている
ゴミ焼却を行っていたことが明らかになったのである。
本州最大の湿原である尾瀬ケ原に接する見晴地区では、以前は主に環境
省が設置した焼却炉でゴミを焼却していた。しかし、2001年に改正された
廃棄物処理法では、環境に配慮する観点から一般廃棄物の焼却を厳しく規
制した。また、『ダイオキシンの排出基準を定めたダイオキシン類特別処置
法の規制が強化されたことから、尾瀬山小屋組合（両小屋とも加盟してい
る）と環境省などが2003年度から、尾瀬で出たゴミはすべてヘリコプター
で搬出して処理し、国立公園内で焼却しないことを申し合わせていた。
尾瀬では2002年、「長蔵小屋」による不法投棄問題が発覚しているが、
違法性の高い小型焼却炉を使ったゴミ焼却が公然と行われたことに、関係
者はショックを受けている。
環境省は廃棄物処理法（焼却禁止）に違反する可能性があるとして担当
官を派遣して調査に乗り出すことにしている。
入山者の増加は、当然ゴミの問題に深刻な状況をもたらした。「ゴミ持
ち帰り運動」も解決のための一つの方策である。山小屋から出る生ゴミ、
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缶、ビン類、菓子のビニール袋など塩化ビニール系などの多種多様なゴミ
の処理をどうするかという問題は未解決な問題である。
水の浄化
お化けミズバショウの誕生は、湿原の富栄養化によると考えられている。
綺麗な水を守ろうと浄化槽の整備が始まったのは1991年（平成3年）であっ
た。それまでのし尿のみを処理する単純式浄化槽から、し尿だけでなく雑
排水などを含めた処理能力のある合併処理浄化槽が設置された。1994年
（平成6年）には、特別保護の域内にある16軒すべての山小屋にこの合併
処理浄化槽設置を完了し、放流水の改善が図られた。
そして、合併浄化槽設置によって、風呂休止日は2001年（平成13年）に
撤廃された。以来、石けんは禁止ながら、常に入浴が可能になった。
水洗トイレ、汚泥となって浄化槽にたまるトイレットペーパーを減らす
ため、ウォシュレットにした山小屋もある。その中には、太陽光発電が利
用されているところもある。最近では、建て替えが進み、ステンレス製の
風呂もあるなどイメージが一新されつつある。
尾瀬への交通
群馬県・福島県・新潟県の3県にまたがる山の中にある尾瀬を訪ねるに
は、どうしても電車や自動車の利用が必要である。そして、歩く時間とルー
トについて、しっかりした計画が肝要である。
尾瀬に入るには、大きく分けて3つのルートがある。
群馬県側からは
JR上越線特急上野…沼田関越交通バス…戸倉…鳩待峠
2時間L5時間……富士見下4330円2100円……大清水
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福島県側からは
東武鉄道浅草…野岩鉄道会津高原…会津バス…尾瀬御地…沼山峠
3時間1時間15分20分2540円2040円530円浅草駅で会津高原…沼山峠までのバスも含めたチケットが発売されている
往復8820円
新潟県側からは
上越新幹線東京…浦佐…南越後観光バス…奥只見ダム…奥只見湖定期船…
尾瀬ロ…尾瀬御地
1．5時間1時間15分40分40分4080円900円1150円1110円以上のルートは、東京方面より電車を利用した場合である。
料金は平成17年（2005）現在のものである。
20年以前は、沼田駅で降りると駅前は黒山の混雑でバスに乗るまでが大
変であった。そこから当時舗装のなかった道路を3時問近くガタガタとゆ
られながら大清水まで行ったものである。
白鴎の学生も沼田駅で落ち合いチャーターしてあったバスに乗り、大清
水あるいは鳩待峠まで行くというものであった。現在のように小山から全
面整備された道路を学校のバス（無料）でゆったりと行くというものでは
なかった。
バスの性能、道路、時間そして料金など全てについて隔世の観があり、
考え深いものがある。
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尾瀬の歴史
尾瀬保護財団作成
明治23／ 平野長蔵氏沼尻に行人小屋この年が俗にr尾瀬開山の年」といわれている
36／ 最初の水力発電ダム計画が発表される
平野長蔵氏沼尻に長蔵小屋初めての山小屋
大正4／ 平野長蔵氏長蔵小屋を現在の場所に建て替え
9／ 尾瀬沼一帯が風致保護林に指定される
11／ 関東水電（東京電力の前身）が尾瀬の水利権を獲得
昭和5／ 禁漁区の指定を受ける
6／ 国立公園法発布
9／12／4日光国立公園に指定（第2次指定わが国4番目の国立公園）
13／ 日光国立公園特別地域に指定
24／ NHKラジオで「夏の思い出」が放送される
10／27r尾瀬保存期成同盟」結成（学者、文化人、登山家）
25／ 第1次尾瀬総合学術調査始まる（～27）
26／7／23「日本自然保護協会」結成（「尾瀬保存期成同盟」が発展的解消）
27／ 木道敷設開始（山口営林署）
28／12／22日光国立公園特別保護地区に指定
31／8／9天然記念物に指定（国指定）
32／6／1自然公園法公布（10／1～施行）
33／ 木道敷設開始（尾瀬林業）
35／6／1特別天然記念物に指定（国指定）
41／7／ アヤメ平で湿原裸地化回復事業始まる（群馬県）
42／12／5日光国立公園尾瀬地域の公園計画「尾瀬を守る計画」決定
44／9／ アヤメ平湿原裸地化回復事業開始（尾瀬林業）
46／7／1環境庁設置
7／30大石環境庁長官尾瀬視察（道路問題）
8／21「尾瀬の自然を守る会」発足
11／19自然公園審議会（現r自然環境保全審議会」）が尾瀬の車道計画の廃止の旨を環境庁長官に答申
12／21尾瀬車道計画についての公園計画廃止
47／5／11群馬県尾瀬憲章が制定される
7／23ゴミ持ち帰り運動始まる
48／ ゴミ箱撤去（尾瀬林業㈱だけで1，400個以上）
49／5／26マイカー規制始まる（鳩待峠・沼山峠）
6／5自然保護憲章制定
52／ 第2次尾瀬総合学術調査始まる（～54）
53／9／ 尾瀬山小屋組合発足
56／5／ 登山者の安全祈願とPRを兼ねて第1回尾瀬山開きを開催
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59／12／ 環境庁が日光国立公園尾瀬地域管理計画を策定
60／6／ 「尾瀬の自然を守る会」が尾瀬の保護についての提言を出す
61／2／ 「尾瀬を守る懇話会」発足
63／5／ r尾瀬を守る懇話会提言」が出される
9／16
尾瀬地区保全対策推進連絡協議会（以下「協議会」）設置（構
成員：環境庁・福島県・群馬県・新潟県・檜枝岐村・片品村・
湯之谷村）
平成元／4／25協議会が至仏山東面登山道閉鎖決定
2／1／14環境庁入山料構想断念の報道（内閣法制局が土地所有権なき徴収不可能との見解）
5／24協議会が尾瀬地区保全対策についての取り決めを行う
尾瀬の山小屋で風呂休止日を導入
4／ 尾瀬の山小屋宿泊定員予約制導入を決定、翌年から実施
8／4福島・群馬・新潟三県知事による「尾瀬サミット」開催
6／ 尾瀬総合学術調査（第3次）はじまる（～8）
8／2三県による「尾瀬子どもサミット」開催（～現在）
7／6／13尾瀬保護財団設立発起人会開催
8／3尾瀬保護財団設立
8／3／ 東京電力が尾瀬ヶ原の水利権を放棄
12／8「尾瀬の自然を守る会」解散
9／8／1至仏山東面登山道供用再開
10／5／11残雪期の登山道閉鎖が始まる（毎年5／11～6／30まで）
10／6／18第1回尾瀬賞授賞式が行われる
11／4／29（財）尾瀬保護財団が、環境庁長官から「自然環境功労者大臣表彰」を受賞する。
12／7／8（財）尾瀬保護財団主催により「シンポジウムー尾瀬とシカー」開催
12／10／19～21県道沼田桧枝岐線（一ノ瀬～岩清水）の廃止に伴うrブナ植林作業」を実施
作成協力：群馬県自然環境課、尾瀬山小屋組合
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おわりに
ここに記載した内容は、私の個人の記憶に頼った部分をもとにしたもの
が多くあった。そこで、出来るだけこれを裏付ける参考資料として何冊も
の本を利用したことはいうまでもない。特に「カメラを持って“尾瀬”に
行こう」日光国立公園指定70周年記念、朝日新聞社、2004年。は、役に立
つものであった。植物図鑑としては何冊か使わせていただいたが、新井幸
人さんのものが良かった。自然のままそのままに撮っている、写っている
そんな感じだからである。
残念なことであるが、撮り集めた写真は良いものがなく、ご覧の通りで
ある。特に植物に関するものはほとんど役に立たない。これは腕の問題と
恐縮しています。植物の美しさとその生態的な姿、そして、何年間もの間
繰り返して見て飽きることのなかった様々な尾瀬の表情即ち風景、景観と
対話しながら撮ろうと心掛けたのだが……。説明もひとつひとつについて、
きちんとしたものとはなっていない。実際にみていただいたときの参考に
していただきそのうちの何枚か楽しめるものがあれば幸いです。
尾瀬で行動を共にした多くの学生達との思い出は、消えることの無いも
のとして生涯私の胸に残るでありましょう。これら学生達は、山や山小屋
のルールに反することは何一つなかったことは私の自慢である。ただひと
つ困ったことがあった。それは、就寝の時間になかなか寝ないということ
であった。気の合った学友との旅、語り明かそうとする気持ちは理解でき
るのだが、明日の歩きを考えると睡眠は十分して欲しいとの願いからであ
る。
ここ十年来尾瀬行きには飯田昌平先生、岩瀬忠彦先生、諏訪光江さんが
同行し学生を指導していただきました、厚く御礼申し上げます。またこの
文章作成にあたりパソコンの使用法等で発達科学部教授富田英也先生のお
骨をいただきました、深く感謝しております6
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至仏山尾瀬ケ原を見下ろし、燧ケ岳を遠望する花の山（標高2228m）
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尾瀬の花春尾瀬ケ原
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尾瀬の花夏尾瀬ケ原
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池塘と木道
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尾瀬に生きる人々
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